
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
システムの特徴 
 

 安価な地図資産を利用  ： 下水道台帳図、道路台帳図、都市計画図などのラスター図を背景図に使用 

 他のシステムとの親和性： 図形・属性・ベクター地図は Shape ファイル形式で入出力可能 

 ネットワーク情報共有  ： スタンドアロン型からネットワーク型への移行はスムーズです 

 施設測量成果の入力  ： 管路、マンホール、汚水桝等、公共座標を登録・保持 

 維持管理情報の閲覧    : TV カメラ画像、清掃調査成果、補修履歴、苦情履歴なども同時に管理 

 ファイリング機能      ： 調書、竣工図、設備図、届出資料等のファイリングと閲覧が可能 

 ボーリング情報一括管理： 施設計画・維持管理に欠かせないボーリング情報を一括管理 

 液状化判定への拡張    ： ボーリング情報をもとに液状化判定が可能 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

段階的なデータ整備が可能な柔軟システム。 
初期導入費を抑えながら、ストックマネジメント
に必要な施設情報が自然に貯まります。 



基礎地盤コンサルタンツ株式会社 問い合せメール：kisogis-info@kiso.co.jp 
 

本社  (03) 6861-8800 北海道支社 (011) 822-4171   東北支社    (022) 291-4191 

関東支社 (03) 5632-6800 中部支社 (052) 589-1051   関西支社    (06) 6536-1591 

中国支社 (082) 238-7227 九州支社 (092) 831-2511   海外事業部  (03) 6861-8885 

担当：保全・防災センター GIS事業部（関東）(03) 6861-8877 / GIS事業部（関西）(0745)32-6486 

  

 

 

 
 
 

 Step１ ： 下水道台帳図（ラスタ）をスキャンしてシステムに登録。すぐに下水道台帳の閲覧から始められます。 

 Step２ ： 必要に応じて、管渠、人孔、取付管、枡をトレースして、登録 

 Step３ ： 
トレースした下水道施設に属性情報を入力 

  （下水道台帳管理システム 標準仕様(案)・導入の手引き ver4.0  (社)日本下水道協会 H22,7）に準拠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下水道施設の長寿命化検討も承ります・・・ 

 
 
 
 
 

段階的なデータ整備 

 
 

汚水枡情報 

スナップ機能により

正確なトレースがで

きます。 

Step 1 

Step 2 

ラスタ地図表示が高速

な Kiso- GIS の特徴を

生かした提案です。 

Step 3 

管渠情報 

最初から下水道台帳図上に全

ての管理情報を載せなくても、

施設管理は始められます。 

人孔情報 
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